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サービスグラントについて
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プロボノとは、専門的なスキル・経験等を

ボランティアとして提供し、社会課題の解決に

成果をもたらすことを意味します。

Pro For ～のために

Bono Good 善・いいこと

Publico Public 公共的な

語源はラテン語のPro Bono Publico（公共善のために）という言葉です

プロボノとは
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サービスグラントによる「プロジェクト型支援」
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プロボノワーカー 支援先サービスグラント

スキル登録者の
スクリーニング

チーム編成
立ち上げ支援

プロジェクト
進捗管理

支援先との
事前調整

支援先の基盤強化に役立つ具体的な成果物を提供

リスクを最小化しながらプロボノプロジェクトを運営
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社会参加の入口としてのプロボノ

これまでにボランティア活動に「参加したことはない」と回答する
人、30代～40代の働き盛りの人など、従来のボランティア活動には関
わりが少なかった層や世代の人たちが「プロボノ」を機会として、
NPOや地域活動と接点を持ち始めています。
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多様な参加の形態 ～ 本講座で想定する「人的支援」
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【
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活動例 社会貢献活動のタイプ

イベント運営協力
清掃活動

ハンズオンボランティア

講師型ボランティア
エンターテインメント

スキルを使ったボランティア

マーケティング支援
IT支援

経営戦略構築支援
プロボノ

理事・監事への就任 ボードサービス
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実現性が高く持続可能な「ライトなコーディネーション」
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成果物の
規模・難易度

規模が大きく
難易度が高い

規模が小さく
難易度が低い

支援期間 期間が長い期間が短い

支援者の
チーム構成

異業種・異職種
多人数で構成
(事務局がチームを編成)

個人または
同僚・友人
(事務局によるチーム編成不要)

負
荷
が
小
さ
い

負
荷
が
大
き
い
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Why ボランティア？ Why プロボノ？
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企業 実行団体

資金分配団体

ボランティア
プロボノ等

プロボノ等による関係構築をきっかけに
資金的支援をはじめ、さまざまな連携・協働につなげる

寄付・助成金
寄贈・協働事業等

企業と実行団体の連携のためのコーディネーションを提供

休眠預金事業の「出口戦略」の一環としての企業連携の推進
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Why ボランティア？ Why プロボノ？

「ボランティア・寄付の両方をした人」の方が…

「寄付のみをした人」よりも寄付額が大きい

「ボランティアのみをした人」よりもボランティア時間が長い

⇒ ボランティアと寄付は正の相関関係に

8

資料：日本ファンドレイジング協会「2015 寄付白書」
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Why ボランティア？ Why プロボノ？
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ケース2

企業チームによる
プロボノ支援

企業による
寄付プログラムの対象に

企業チームによる
プロボノ支援

企業向け
営業資料の作成

企業との
協働が実現

ケース3

ケース1

企業人(個人)による
プロボノ支援

個人の寄付に応じた
企業がマッチング支援

＋
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「企業との協働」実現に向けたTIPS

1. 企業のSDGsやCSRの戦略・方針等をまずは確認するところから。

2. 企業との協働の実現には、思ったよりも長い時間がかかる。

3. 企業はリスク意識が高い組織。信頼感を醸成するような対応を。

4. 企業のアクションを待つよりも、企業への「提案」を積極的に。

5. 企業の社員の体験談や推薦コメントは最強の営業ツール。
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本日の内容

11

１｜担い手のニーズを知る

３｜支援ニーズを発信する

４｜プラットフォーム機能解説

２｜想定されるリスクを知る

５｜課題整理と支援ニーズの言語化



企業人がボランティアをするきっかけとは？

担い手のニーズを知る

１
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ボランティアへの参加意欲は「Ｍ字カーブ」

東京・大阪をはじめとする都市部1都7県の20～60代の男女551人を対象に、ボラン
ティアに関する関心を尋ねたところ、30代で最も低く、20代・60代で高い結果になり
ました。

（平成29年度老健事業「都市部における高齢者を中心としたプロボノ活動の促進に関する調査研究事業」より）
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ボランティアへの参加ニーズは多様

ボランティアに関心があると回答した165人に、興味のある活動を尋ねたところ「にぎ
やかな雰囲気の活動」が1位となる一方、「自分の経験やスキルが活かせる活動」が3位
となりました。参加者のニーズに応えるような多様な参加機会の提供が有効です。
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ボランティアに関心ある人の割合

59.6%
内閣府「市民の社会貢献に関する実態調査」（平成27年度）
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ボランティアに参加した人の割合

23.3%
内閣府「市民の社会貢献に関する実態調査」（平成27年度）
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ミニワーク

ボランティアに関心がある人は「6割」もいるのに、

実際にボランティアに参加した人の割合は「4人に1人」以下です。

「ボランティアに関心があっても、ボランティアをしない理由」

とは、一体、何でしょうか？

17

ボランティアに
関心ある！

ボランティア
している！
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ボランティアに参加する側も、実はいろいろと不安

ボランティアに関心がある人でも、いざ始めるとなると不安なことも。
参加する側の不安に応える募集方法が求められます。

18

資料：サービスグラント
（平成29年度厚生労働省老人保健健康等増進事業「都市部における高齢者を中心としたプロボノ活動の促進に関する調査研究事業」より）
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ミニワーク

ボランティアの参加を呼びかける下記のようなひと言があります。

この呼びかけの問題点はどこにあると思いますか？

また、受け手にとってもっと魅力的なものにするために、

どのようにしたらよいと思いますか？

19

ボランティア募集

どなたにでもできる
気軽なボランティアです！



いかにリスクを回避し、安定的にマッチングを進めるか

想定されるリスクを知る

２
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ミニワーク

団体にとっても、ボランティアにとっても、新たなつながりには、期待もありますが、
不安もつきものです。団体側・ボランティア側、それぞれにとって、どんな不安がある
と思いますか。

21

【団体】

新しい人を受け入れる不安
【ボランティア】

新しい団体に関わる不安
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マッチングには「不安」がつきもの

団体にとっても、ボランティアにとっても、新たなつながりには、期待もありますが、
不安もつきものです。団体・ボランティア双方に、いろいろな不安があります。

22

ちゃんと
団体のことを

分かってくれる人
だろうか？

途中で
いなくなったり

しないだろうか？

【団体】

新しい人を受け入れる不安
【ボランティア】

新しい団体に関わる不安

自分で
どこまでお役に

立てるだろうか？

抜け出せなくなったら
どうしよう…？



©Service Grant Japan. 23

⚫ 団体のニーズを細分化し、何を目標とするか、できる限
り具体化しましょう。

⚫ 支援者は、できること／できないことの線引きを明確に
したうえで、目標について合意しましょう。特に「でき
ないこと」は、早めに、明確に、団体に伝えましょう。

担い手のマッチング 想定されるリスク①

お互いの期待がずれる

最初は、もっと
していただける

と思ったのですが…。 軽い気持ちで
手を挙げたら

大変なことに…。
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⚫ 支援者が団体の思いを受け止め、支援ができるかどうか
を見極めるため、支援者から「提案」を受けましょう。

⚫ 団体の実情を理解してもらうために、活動現場見学や、
関係者へのヒアリングの機会を、積極的にご案内してい
きましょう。

担い手のマッチング 想定されるリスク②

上から目線でものを言ってしまう

こちらの実情を
理解してくださると
助かるんですが… 私だったら

こうしたいなって
思うんです
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⚫ 当初に合意した目標以外の活動・作業等に取り組む場合、
双方が納得しており、なおかつ、実行可能かどうかを、
十分確認しましょう。

⚫ あとになって「そもそも」という言葉が出てきたら要注
意です。肝心の疑問は、スタート時点で解消しきってお
きましょう。

担い手のマッチング 想定されるリスク③

当初の目標から外れてしまう

せっかくなので
ついでにお願い

できませんか…？ いろいろ考えたら
そもそも事業自体を
考え直した方が…
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⚫ 支援先団体およびボランティア参加者の双方が、スケ
ジュール管理を厳格に進めましょう。

⚫ 打ち合わせができる機会は限られています。毎回の打ち
合わせでは、その日の到達目標を明確にして臨みましょ
う。また、打ち合わせの時間管理も配慮をお願いします。

担い手のマッチング 想定されるリスク④

期間内に成果が生まれない

時間のあるときに
もっと進めておけば
よかったですね… 急に本業が

忙しくなって
しまいまして…
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⚫ 団体のさまざまな前提条件（スキル・利用可能なソフ
ト・予算など）を確認しましょう。

⚫ 成果物を提供する際に、使用上の注意点を伝えたり、効
果的な活用方法を考えましょう。

担い手のマッチング 想定されるリスク⑤

提供したものが利用されない

更新の仕方が
わからず

使いこなせずにいます がんばって
作ったつもり
なのですが…
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担い手のマッチング その他のリスク

 ボランティアが途中離脱する

仕事上の理由（異動や転勤、業務の繁忙化 等）や個人の事情などさまざ
まな理由により、ボランティアが活動を継続できなくなる場合があります

 団体内の意思決定が混乱する

ボランティアと団体の窓口担当者の間でいったん合意した内容が、窓口の
人以外の団体関係者や理事会等から反対されるなどによって、プロセスが
逆戻りする場合があります

 関係者内の情報共有やコミュニケーションのミスが発生する

電子メールのCCが外れるといった些細なミスにより、本来情報共有して
いるべき人に情報が行き渡らず、関係者の心証を損ねたり、必要な人が打
ち合わせに参加できないといった問題につながる場合があります

 経費に関する認識のずれが生じる

ウェブサイトの運営経費、チラシ等の印刷費などの実費経費や、交通費・
コピー代といった経費負担について、あらかじめ十分に明確にしておくこ
とでトラブルを回避できます

28
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マッチングを確実に進めるためのポイント

1. 支援期間を短く区切る

2. 団体のニーズを細分化・明確化する

3. 成果目標について両者が納得し合意する

4. 進め方・スケジュールを合意する

5. スケジュールの遅延に早めに対処する

29
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【参考】「ＧＲＡＮＴ」と「サービスグラント」

30

ＧＲＡＮＴ サービスグラントにおける
従来型プロボノプロジェクト

2～3カ月程度の短期間 支援期間 3～6カ月の中長期が中心

個人による支援が中心 支援体制 5～6名程度のチームで支援

いつでも自由に募集・依頼できる 募集方法 年数回の決まったタイミング

いくつでも同時募集・進行が可能
同時進行

できる件数
原則として1時期に1件

団体が支援者の採否を決定
支援者の
調整方法

サービスグラントがチーム編成

団体が希望する支援内容を設定する
支援内容の
調整方法

団体の希望をもとに、サービスグラ
ントが成果目標を調整する



効果的な「求人情報」を作るコツ

団体のニーズを発信する

３



非営利組織とは、

人を変えるためのチェンジ・エージェントである。

その成果は、人の変化、

すなわち行動、環境、ビジョン、健康、希望、

そして何よりも能力と可能性の変化となって現れる。

ピーター・F・ドラッカー

32
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A

NPO
地域団体

B

C

A‘

B’

C‘

現在の状態
（社会課題）

変革された状態
（NPOの成果）

望ましい状態へと
変革する機能

人や組織の「行動変容」に着目する

33
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支援先の成果を高めるために支援する

支援先が困っているから支援する

支援の「目的」を意識する

34

どのような人・組織を対象に？

どのような行動変容を起こすために？

どれぐらいの規模感を目指して？
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どちらの呼びかけ方が響きますか？

35

人が足りなくて
とにかく困っているから

手伝って！

課題を解決するために
あなたの力が必要だから

手伝って！

丸投げ感

一緒にやってる感

手段として使う

目的を共有

具体性

漠然
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課題と解決策

36

団体の課題 解決策の選択肢

企業から
資金的支援を得たい！

企業に
飛び込み営業する

企業向け
営業資料を作る

企業向け
ボランティア参加
案内チラシを作る

企業向け
ボランティア参加
メニューを考える

ホームページ用に
企業向け記事を

作成する

企業向け
セミナー等を

企画する
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これまでの支援事例① 一般的なビジネススキルを活かす

37

Excelの活用 事業アイデアの整理 ミッション等の言語化
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これまでの支援事例② 知識や特技を活かす

38

金融教育の講師 英語文献の翻訳 インタビュー記事作成
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これまでの支援事例③ ICT活用を支援する

39

ウェブサイト改修 受付フォームの作成 オンライン会議支援



さっそく活用してみよう！

プラットフォーム機能解説

４
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解説の前に・・・

社会参加プラットフォーム「ＧＲＡＮＴ」の使用目的

3月25日に開催する「マッチング会」で
企業向けに支援ニーズを紹介するための
発表資料用

掲載した支援ニーズページの公開範囲

3月25日開催の「マッチング会」に参加する
経団連企業に「限定公開」します

※ マッチング会開催以後に

●「ＧＲＡＮＴ」を継続的に活用するかどうか？

● 経団連企業とのマッチングが成立しなかった場合、一般向けに公開するかどうか？

・・・等は、資金分配団体・実行団体の意向により、自由に決めることができます。

41
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社会参加プラットフォーム「ＧＲＡＮＴ」立ち上げの背景

スキルや経験を活かした支援を求めるNPO・地域団体と、
社会参加に関心を持つビジネスパーソンとが、より多く、
よりスピード感をもってつながる機会を創出できる仕組み
をつくるには？

リソースが限られたNPO・地域団体の立場に立ち、支援を
受け入れるための負荷を軽減し、最小の労力で、担い手の
募集、マッチング、そして、マネジメントができるような
仕組みができないだろうか？

そんな問題意識から生まれた、社会参加のためのオンライ
ンプラットフォーム、それが「ＧＲＡＮＴ」です。

ＧＲＡＮＴ開発の目
的・趣旨について、
さらに詳しくはこち
らをご覧ください。

https://grant.community/feature

42

https://grant.community/feature
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社会参加プラットフォーム「ＧＲＡＮＴ」 ３つの特徴

「ＧＲＡＮＴ」は、NPO・地域団体のニーズを随時発信でき、個人単
位で、成果物やアクションを支援するマッチングの仕組みです。

43

個人を基本に支援

「個人」による支援を基
本としたフットワークの
軽い支援を推進します。

※ 職場や学校などの同僚・友
人等からなるチーム・ユニット
で応募がある場合もあります。

具体的なアクション

開始当初に合意した成果
目標の実現に向けた「具
体的なアクション」に取
り組みます。

随時募集が可能

団体のニーズが発生した
タイミングで、いつで
も・いくつでも担い手を
募集することが可能です。
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「ＧＲＡＮＴ」の効果的な活用法

団体と新しい担い手との、最初の関わり方をサポートする、橋渡しの
ための道具として「ＧＲＡＮＴ」を活用いただくことが効果的です。

44

困り事を解決したい！
新たな担い手が必要！

NPOや地域活動に
試しに関わってみたい

1日～最長3ヵ月で

1つの実績を目指す

お試しの機会を創出

継続的な関係づくりへ

・
・
・
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「ＧＲＡＮＴ」の運営体制

地域や社会課題ごとにネットワークを持つ中間支援団体（資金分配団
体）が「コーディネーター」となり、個別の団体（実行団体）とボラ
ンティア・プロボノ支援者とをつなぐ橋渡し役を担います。

45

実行団体 実行団体 実行団体

コーディネーター
（資金分配団体）

ＧＲＡＮＴ

コーディネーター
（資金分配団体）

・・・
その他の

コーディネーター
・・・

団体登録・プロジェクト登録

内容確認・公開許可

実行
団体

実行
団体

・・・… 団体 団体 …
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コーディネーターごとに独自ページを作成

「ＧＲＡＮＴ」のコーディネーターは、それぞれ独自のページを作成
し、専門分野や担当地域の団体を集めて、支援ニーズの発信やマッチ
ングの運営を行うことができます。
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https://grant.community/xxxxxxxhttps://grant.community/

「ＧＲＡＮＴ」トップページ

「ＧＲＡＮＴ」トップページに
コーディネーターごとの「入口」が作成されます

コーディネーター別 独自ページ

コーディネーターごとに団体の支援募集情報を
まとめたページが作成されます

希望する文字列を指定できます
（英数字小文字限定）

https://grant.community/servicegrant
https://grant.community/
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コーディネーターの役割

コーディネーターは、次のような役割を担い、団体のニーズと支援者
とをつなぎます。

1｜各団体への利用案内・活用促進

つながりのある団体で、「ＧＲＡＮＴ」の利用ニーズがありそうな団体に
声をかけ、団体登録・プロジェクト登録のご案内を行います。

2｜登録内容の確認・公開

「ＧＲＡＮＴ」の利用を希望する団体による登録内容の確認、具体的な支
援内容を記載したプロジェクトについて相談対応や内容確認を行い、「Ｇ
ＲＡＮＴ」上での公開を支援します。

3｜進行状況のフォロー

「ＧＲＡＮＴ」上で進行するマッチングやプロジェクトの状況を把握し、
必要に応じて、団体と支援者との間に入ってフォローします。

なお、「ＧＲＡＮＴ」のシステム利用にあたって、コーディネーターおよび各
団体に、利用料・手数料・会費等の費用は一切発生しません。
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まずは「コーディネーター登録」からスタート

コーディネーターページの作成にあたっては、「コーディネーター登
録申込フォーム」により、ページの作成に必要な情報（文章・画像
等）の提出をお願いします。

48

アイコン画像・「タイトル」を設定します 紹介文を設定します

アイキャッチ画像の提供を
お願いします

コーディネーターの団体概要
や連絡先を掲載します

【 コーディネーター登録について詳細はこちら 】
https://grant.community/about_coordinator

https://grant.community/about_coordinator
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「基本設定」をお願いします

ページの準備ができたら、「基本設定」の項目にある「地区名」「ア
ンケート項目」について、設定をお願いします。
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「地区名」の設定方法

団体の活動場所を示すための地区名を設定することができます。

地区名は、それぞれのコーディネーターや地域住民のみなさんにとっ
てわかりやすい、任意の内容で設定してください。
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□□□□さん

【地区名】の登録方法

① 管理画面トップページの「基本設定」から
「地区名」をクリック

② 地区名一覧の右に表示される「＋追加」をク
リック

③ 任意の文字列を記入し「保存」をクリック

① 行政区をもとに設定
例：千代田区、港区、渋谷区…

② 町名で設定
例：渋谷1-4丁目、宇田川町、桜丘町…

③ 鉄道沿線で設定
例：京王線、JR中央線、西武新宿線…

④ その他
・地域包括支援センターの「日常生活圏
域」
・小学校・中学校等の学区
・町会・自治会の連合会の単位
等

「地区名」の設定方法の例
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NPO・地域団体（実行団体）

ボランティア・プロボノ等支援者（経団連会員企業）

団体からの登録情報の確認・許可の流れ

「ＧＲＡＮＴ」を利用する団体は、まずは「団体登録」をいただきま
す。その後、希望する具体的な支援内容を記載する「プロジェクト登
録」により、支援者の募集を開始することができます。

コーディネーターは、それぞれの登録について確認・許可を行います。
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コーディネーター（資金分配団体）

①利用許可

②公開許可

プロジェクト登録
具体的な支援の募集内容を記載

団体登録
連絡先・基本情報等を入力
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団体登録のすすめかた

https://grant.community/xxxxxx

団体登録は
コチラからどうぞ
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「団体登録」の確認・利用許可の方法

団体から新たな「団体登録」が行われた場合、コーディネーターに電
子メールで通知が届きます。

コーディネーターは、管理画面から「許可待ち」となっている団体の
内容を確認し、問題がない場合は「利用許可」を行ってください。
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① 管理画面トップページの「団体管理」から「登
録団体一覧」をクリック

② 登録内容に問題がない場合は「利用
許可する」をクリック

③ 登録内容の修正が必要な場合は、以
下のいずれかの方法があります。

[A] 団体に連絡し、登録内容の修正を依頼する
[B] 団体に代わってログインができる「代理ログイ
ン」機能を使って、コーディネーターが直接内容を
修正する

【注意】
「代理ログイン」機能を利用する際は、入力ミスや、
誤って情報を削除してしまうことなどがないよう、
十分な注意を払うようお願いします。
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プロジェクトの進め方と「ＧＲＡＮＴ」の機能

54

⑤ 目標達成・成果物完成

機能① プロジェクト紹介ページ団体のニーズをもとに
支援内容をまとめます

機能② エントリー受付
支援を希望する人から
応募を受け付けます

機能③ 面談・マッチング支援応募者と面談等を行い
採否を判断します

機能④ プロジェクト進行管理支援者とやり取りし
プロジェクトを進めます

機能⑤ アセスメント目標が達成したら
プロジェクトを完了します

④ プロジェクトを進行

③ 面接等による選考

② 応募者からエントリー

① 支援ニーズを発信

プロジェクト実施の流れ 「ＧＲＡＮＴ」が提供する機能

本日の内容

マッチング会(3/25)
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機能紹介① プロジェクト紹介ページ

希望する支援内容を詳細に紹介するページを作成し、「ＧＲＡＮＴ」
上で公開することができます。
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募集中のプロジェクト一覧

ページの作成は、画面の案内に沿って直感的に操作できます

希望する支援内容の詳細を紹介したページ

本日の講座ではこのページの作成に必要な要素を整理していきます
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機能紹介② エントリー受付

「ＧＲＡＮＴ」を通じて支援を希望する人からエントリーが入ると
メールでお知らせするとともに、本人のプロフィールを閲覧できます。
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プロジェクト詳細ページに「エントリー」が入ると… 応募者のプロフィールを閲覧できます
※この時点では、連絡先は表示されませんので、
ＧＲＡＮＴ上でメッセージのやり取りをお願いします。

この先は、3/25「マッチング会」以後の流れです
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機能紹介③ 面談・マッチング支援

団体は、応募者への依頼の可否を判断するために、面談（対面またはオン

ライン）を行います。「ＧＲＡＮＴ」は、面談の日程調整や、面談後の
内定、目標・スケジュールの合意までのプロセスをサポートします。
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応募者への対応に活用できる
メッセージのひな型

面談の進め方のヒントをメールで送信応募者とのやり取りの際にマッチングの状況を確認

マッチングの状況を把握できる管理画面
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機能紹介④ プロジェクト進行管理

プロジェクトの円滑な進行のため、開始時点でめざす目標を合意し、
予定したスケジュール通り進捗しているか随時フォローします。
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プロジェクトの進捗状況を
「％」で表示

スケジュールの「予定」と「実績」について、
支援者が入力した内容が共有

支援者に対して、リマインド
メールを自動発信
【発信タイミングの例】
① 予定のスケジュールが近づ

いたとき
② 予定のスケジュールが終了

後、スケジュールの更新が
ないとき 等

プロジェクト進行管理画面
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機能紹介⑤ アセスメント

プロジェクト終了後には、団体と支援者との間で、メッセージや評価
アイコンを交換することで、お互いの取り組みを振り返りながら、感
謝の気持ちを表現することができます。
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支援者の特徴や長所をあらわす
アイコンを選択して送信

支援者にひとこと、御礼などの
メッセージを送信

「ＧＲＡＮＴ」の改善に
ご理解とご協力をお願いします

「ＧＲＡＮＴ」は限られた予算の中で、サービ
スグラントが手づくりで開発しているシステム
です。使い勝手の向上には、利用した団体のみ
なさまの声が最も大きな力を果たします。お気
づきの点はぜひアンケート等にご協力いただき、
サービスグラントまでお寄せください。
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「プロジェクト登録」の確認・公開許可の方法

団体から、支援ニーズを発信する「プロジェクト」の登録が行われた
場合にも、コーディネーターに電子メールで通知が届きます。

コーディネーターは、管理画面から「許可待ち」となっている団体の
プロジェクト内容を確認し、「公開許可」を行うことができます。
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確認が完了したら

「公開許可する」
ボタンをクリックして
ください

プロジェクトの登録が行われた場合

「プロジェクト登録内容を確認する」
ボタンをクリックし、内容確認へと進めます

【注意】「マッチング会」の準備・運営の都合上、
「公開許可する」ボタンを押下しないよう、ご協力をお願いします

重要

※それ以外の機能（プロジェクト登録内容の確認等）は、使っていただいてOKです。
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【参考】プロジェクト作成のポイント

1｜プロジェクト1件につき支援内容は1種類

プロジェクト1件で募集する支援内容は、具体的な1種類に絞り込んでいただくよう
にお願いします。

「ＧＲＡＮＴ」では、いつでも、いくつでも「プロジェクト」を作成し、支援者を
募集することができます。複数の支援内容を希望する場合は、プロジェクトを別々
に分けて募集記事を登録しましょう。

2｜支援期間は2～3カ月間程度を想定

プロジェクト1件の支援期間は、3ヵ月間以内で完了する規模感を想定し、短期的に
達成できる目標を目指していきましょう。

なお、支援期間が終了したあとに、当事者同士の合意が成立すれば、継続的な関わ
りを持っていただくことは可能です。まずは、 「ＧＲＡＮＴ」を活用する期間中
に、お互いの相性などを見極めていただければ幸いです。

3｜期待する時間量・作業量等は明確に

平日日中に活動に参加してほしい、月1回の定例会議には必ず出席してほしい、打
ち合わせは土日に実施したい、週1回は定期的にオンラインで打ち合わせをした
い、など、団体によってニーズはさまざまです。

団体として、参加者に求めることがある場合はできる限り明確にすることが、マッ
チング後の期待のズレを防ぐことにつながります。
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公開後のプロジェクトページを必ずご確認ください

コーディネーターが内容確認後、プロジェクトが公開されます。
公開時には、公開をお知らせするメールが団体宛てに自動で届きます
ので、早めに必ずご確認をお願いします。

修正や追加等がある場合は、団体ご自身で更新していただけます。

また、コーディネーターは「代理ログイン」機能を使って内容の修正
を行うことが可能です。
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「団体ログイン」後
「プロジェクト管理」より

直接更新ができます

修正が必要な場合は…
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休憩の前に・・・

Google Jamboardへの

アクセスをお願いします

うまく開けない場合は

休憩時間の前にお知らせ願います
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休憩


